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暦の上ではすでに冬を迎えましたが，穏やかな小春日和が続いております。
１年生，３年生，５年生，６年生の校外学習も無事に終了し，行事を通して学級の児童

の絆もさらに深まっているようです。特に，５年生・６年生は，宿泊することはできませ
んでしたが，日帰りのなかでできることを考え，実行委員の児童を中心に，事前の準備や
練習に取り組み，当日を迎えました。会の進行やバスの中でのレクリエーションなどを自
主的に進めている姿や，お世話になったガイドさん・運転手さんにきちんと挨拶をする姿
に，頼もしさを感じました。コロナ禍ではありますが，人との関わり，人とのつながりを
大切にする児童を，今後も様々な教育活動を通して育てていきたいと存じます。
ここにきて，全国的にコロナウイルスの感染拡大がみられ，千葉県でも感染者数が増加

傾向にあります。感染リスクが高まる「５つの場面」，感染リスクを下げながら会食を楽
しむ工夫などが，感染対策分科会により提言としてまとめられています。引き続き，学校
においても喚起・手洗い・うがいの徹底に取り組んでまいります。ご家庭におかれまして
も，感染リスクが高い行動をさけていただき，お子様の健康管理にご留意いただけますよ
うお願いいたします。

快晴のなか，１０台のバスで日光を目指し出発しました。東照宮周辺の紅葉に，子供達
からは，「わー，綺麗。」「本物ですか。」など，歓声があがりました。旅行業者さんの采
配で，渋滞にもあわず予定より早く到着し，東照宮をゆっくり見学することができました。
日光駅までの散策，お土産の買い物も，事前の調べ学習を活かし，グループで仲良く楽し
そうに行動していました。また，都合で参加できなかった友達を思い，「ちゃんと説明で
きるようにしっかり見学しなくちゃ。」と，配付されたカメラで撮影をしながら話す児童
の姿も見られ，心が温まりました。
小学校生活最後の年にコロナの影響で様々な活動が制限されるなか，卒業に向けて，一

日一日を大切に過ごしてほしいという思いと，子供達にとって思い出に残る日々を過ごさ
せたいという思いを，改めて強く抱きました。

１１月１４日（土）に第４６回千葉

県アンサンブルコンテスト東葛飾地区

予選が実施され，本校の児童が「木管・打楽器七重奏」で金賞を受賞しました。この後，DVD
審査に進みます。コロナ禍でなかなか練習時間を確保すること

が難しい中でしたが，一人一人の音楽に向かう熱意が結果につ

ながったものと思います。これまで，朝の送り出しから夕方の

お迎えなど，ご支援いただきました保護者の皆様には，感謝申

し上げます。

子供達は，新たな目標に向け練習に取り組んでおります。今

後ともご支援・ご協力のほど，よろしくお願いいたします。


